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一般社団法人クラブヴォーバン（以下 CV）は、世界に先駆けて
持続可能なまちづくりを行っているドイツ・フライブルク市の
“ヴォーバン住宅地”を模範とし、日本国内で脱炭素社会に対応
した「持続可能なまちづくり」をめざす、あらゆる立場の人たち
が学び集うためのネットワーク 《場》 です。

代表挨拶 クラブヴォーバン （CV） とは

人口減少に悩みながらも自然資源が豊かな北海道の地で 持続可能なまちづくりへの想いを語る村上と早田人口減少に悩みながらも自然資源が豊かな北海道の地で 持続可能なまちづくりへの想いを語る村上と早田

代表

また 脱炭素社会に対応した「持続可能なまちづくり」に関する
セミナーやシンポジウム・ワークショップ・職員研修等の企画
や開催、コンサルティングや調査研究報告書作成等の委託事
業も実施しています。

CVでは 
 1.  マクロ対策（都市計画・地域熱供給）　
 2.  省エネ建築推進　
 3.  建築性能表示推進
 4.  再生可能エネルギー推進　
 5.  自転車交通・健康推進

という分野の専門家のメンバーたちが集い、上記の方々を対象
とした定期的なセミナーなどで最新情報を発信し、懇親会など
で意見交流する 《場》 を提供しています。

CVは脱炭素社会に対応した「持続可能なまちづくり」を目指す
活動に賛同し、自身でも何らかの形で行動している全国の法
人・個人のサポーターの方々からの会費、 「持続可能な発展を
めざす自治体会議」の正会員自治体からの会費、および自治体
などからの委託事業によって運営されています。

ゼネコン技術者を経て 97 年に渡独後、持続可能なまちづく
り・交通・エネルギーをテーマとして、ドイツや欧州の先
進事例を日本に発信。
著書「フライブルクのまちづくり」「欧州のエネルギー自立
地域」「ドイツの市民エネルギー企業」「キロワットアワー・
イズ・マネー」「 ドイツのコンパクトシティはなぜ成功す
るのか」「進化するエネルギービジネス」他

（株）Wellnest Home 創業者・CEO

18 歳から住宅業界に携わり、計 4 千件を超える家づくり
を直接・間接的に経験。08 年に渡独し、日本で当時最先
端の高性能住宅がドイツの最低基準にも満たないことに驚
き、日本の住宅業界の変革を志し独立。以来、世界水準の
高気密・高断熱住宅を提供するハウスメーカーを経営。著
書「低燃費住宅 2」「未来の世代につなぐ家 The Wellnest 
Home」他

PJ100セミナー開催　

CV では、脱炭素社会に対応した「持続可能なまちづくり」
に関わる 5 つのテーマ（マクロ政策・省エネ建築推進・建
物性能表示推進・再生可能エネルギー推進・自転車交通推
進）について、CV を支援していただいている法人・個人
サポーターを対象とした PJ100（※）セミナーや懇親会を毎
年企画・開催しています。

エネルギー自立地域経済好循環　ｘ　イノベーション

持続可能なまちづくり

CV メンバー
専門家

環境 / 建築 / エネルギー
不動産 / 都市計画等

 “ 持続可能なまちづくり ” について議論し   そのために今  “ 行動 ” する！  “ 持続可能なまちづくり ” について議論し   そのために今  “ 行動 ” する！ 
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持続可能な
まちづくりを
目指す自治体

正会員

サポーター
[ 法人 ] [ 個人 ]

未来志向の様々な立場の方々が集まる《場》　それが   クラブヴォーバン  です

今から 100 年後　子や孫の世代まで　自然が豊かで　安心して快適に暮らせて

経済的にも潤う　脱炭素を実現したまち

子どもたちや孫の世代が　「ずっとここに暮らしたい」と思える

日本最先端の脱炭素社会に対応した「持続可能なまちづくり」のために

今　私たちに何ができるか一緒に考え　実行してゆきましょう！

未来志向の様々な立場の方々が集まる《場》　それが   クラブヴォーバン  です

今から 100 年後　子や孫の世代まで　自然が豊かで　安心して快適に暮らせて

経済的にも潤う　脱炭素を実現したまち

子どもたちや孫の世代が　「ずっとここに暮らしたい」と思える

日本最先端の脱炭素社会に対応した「持続可能なまちづくり」のために

今　私たちに何ができるか一緒に考え　実行してゆきましょう！

再生可能
エネルギー

推進

自転車交通
健康推進

省エネ
建築推進

建物性能
表示推進

マクロ対策

個人・法人サポーター会員募集

CV では、脱炭素社会に対応した「持続可能なまちづくり」
に取り組み、CV のめざすヴィジョンに共感してくださる 
法人（年会費一口10万円） / 個人（年会費一口1万円）の方々
を、CV サポーターとして随時募集しています。

サポーターの方には、CV が開催する PJ100 セミナーに無
料でご招待します。メーリングリストを通じ、CV 代表の
村上敦ほかメンバーとの情報交換、関連イベントへの先行
案内などを行います。

サポーター募集についての詳細は、CV の Web サイトをご
覧になり、ご不明な点につきましては事務局までお問い合
わせください。

※   PJ100  : プロジェクトCO₂ マイナス 100％
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CV の基本的な考え方 ”ｋWh=\”　

2050年までに日本の２/３の地域が、人口が半分以下にな
る超過疎化・高齢化に脅かされます。日本の地域の多くは
「地元に魅力的な自然・文化資源はあれども、まちを活性化
させるための適切な人材と必要な資金がない」とお考えで
はないでしょうか？　地域が生き残ってゆくために、地域で
経済好循環を起こすことが大切です。小さな自治体であっ
ても、公共機関や各家庭が毎月支払っているエネルギー支
出（電気・ガス・灯油・ガソリン代等）は、合計すると実は莫
大です。このうちの一部でも地域に還流することができれ
ば、地域が今よりもっと豊かになるはずです。

地域外へ逃げてゆくだけのエネルギー支出を抑えるため
１）   地域のお金で  ①省エネ  ②再エネ  の対策に投資し
２）   地域の資源と人材を活用し  地域を豊かにしていく

CVにおけるまちづくりの考え方は、
ロングセラーである代表・村上敦の著書
『ｋWh=￥ キロワットアワー・イズ・マネー～
エネルギー価値の創造で人口減少を生き抜く』
(いしずえ出版） にまとめられています。

例えば、人口が１万人ほどの小規模な自治体においても、家
庭・業務・産業の部門で、電気・ガス・灯油・ガソリンなどの
エネルギー支出は毎年 30億円程度になります。この 30億円
のうち、地域で循環するお金はたった２～３割。毎年 20億円
以上ものお金が地域外にダイレクトに流出しています。

30万円（1世帯） × 3,500 世帯 
＝     　　　　

1 0 億円  　　　

10億円 × 2 倍 　　　　
＝　　　　

 2 0 億円　　　
＋

年間  3 0 億円

30億円（民生家庭・民生業務・産業部門）  ×  2/3 倍 

　＝     2 0 億円  　　　

（A町における年間エネルギー支出）

￥ ￥

エネルギーは地域における莫大な固定費 ＝ 「どの地域にも、地元には必ず、大きな需要を持つマーケットが存在する」

（民生業務＋産業部門 年間エネルギー支出）（民生家庭部門 年間エネルギー支出）

（A町から毎年 地域外へ流出しているエネルギー支出）

人口１万人の A 町で 毎年域外に逃げてゆくエネルギー支出額は︖

※  人口１万人の A町の世帯数を3500世帯と仮定

※  1世帯あたりのエネルギー支出（電気・ガス・灯油・ガソリン）を
　  2.5万円 /月、30万円 /年と仮定

※  一般的に民生業務部門＋産業部門のエネルギー支出は、民生家庭部門の
　  1.5～2.5倍程度

※  全てのエネルギー支出のうち  地域内企業等で循環するお金は 1/3。
　  残りの約 2/3 は地元からダイレクトに地域外へ

バケツの水位を上げるために  まず何をしますか︖

3 0 年 後  あ な た の 街 が 消 滅 し な い た め に
地 域 課 題 に 取 り 組 む 優 先 順 位 が 最 重 要

A: もっと水を注ぐ

B: バケツの穴を塞ぐ

◆ 地域内の公共建築や住宅・商業施設などの
    高断熱・高気密化による省エネ

バケツの穴を塞ぐ方法

「地方創生」 「観光や関係人口の増進」「6次産業化」など言
われて久しいが

まずは、大きな需要がすでに地域内にあり、地域外に支払
い続けている「エネルギー」支出・おカネに着目し、 最優
先課題として取り組む！

CV の考える家 ・ まちづくり　

「漏れバケツ理論」でも例えられるように、事業としてハードル
の高い“水を注ぐ”（収益となる新事業を創出する）よりも、最初
に“バケツの穴を塞ぐ”（毎年地域外に流出させているエネル
ギー支出を減らす）ことを優先するべきです。

なぜなら、バケツの穴を塞ぐ役割の省エネや再エネといった
取り組みは、技術的にも、制度的にも、経済的にも、すでに確
立しているので、事業としてのハードルが低く、成功する確率
が高いからです。

そうした地域における投資によって、質の良い雇用を生み出
し、「エネルギー地域経済好循環」が実現すれば、そこから脱
炭素社会に対応した 「持続可能なまちづくり」 への最初の一
歩が踏み出せると私たちは考えています。

地域のおカネ

エネルギー流出
コスト（光熱費代）

地域のおカネ

地域の観光促進・新商品
開発などの新事業

◆ (域外の大手資本による投資ではなく） 
    地域による投資で再エネ（太陽光・風力・バイオ
　  マス・水力など） やコジェネを推進し、あらゆる
　 設備の高効率化をはかる   

CV が考える家・まちづくりは、ドイツ・フライブルクのヴォーバン住宅地で採用された ”ソーシャ
ル・エコロジーコンセプト” をベースとしています。

ヴォーバン住宅地で採用された　 【 ソーシャル・エコロジーコンセプトの 10 か条 】
詳細や写真は、Web サイトをご覧ください。
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A: もっと水を注ぐ

B: バケツの穴を塞ぐ
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CVの活動紹介　

持続可能なまちづくりをめざす自治体会議 （持続会）

　 　

クラブヴォーバン持続会 正会員自治体

自治体委託事業

「持続可能な発展をめざす自治体会議」を中心とした地方自治体から、「持続可能なまちづくり」に関するセミナーや職員
  研修の開催、コンサルティングや調査研究報告書作成などの委託事業を実施しています。

ニセコ町の地域課題の解決を図りながら 持続可能なまちづくりの 先進モデルを創造する

2020

2019

2018

2017

2016

2014

NISEKO生活・モデル地区構築事業実施設計等委託業務

北栄町公共施設のあり方検討業務（※）

NISEKO生活・モデル地区構築事業基本設計等委託業務

地域エネルギー事業による自治創生型コミュニティ構築の検討事業

小国町省エネ住宅普及啓発業務委託

NISEKO生活・モデル地区構築事業構想策定委託業務

ニセコ町第２次環境モデル都市アクションプラン策定にかかる調査研究業務

小国町省エネ住宅普及啓発業務

ニセコ町地球温暖化実行計画（事務事業編）強化事業（※）

持続可能なまちづくり講演会開催業務委託

省エネ住宅セミナー　省エネ家電セミナー

省エネ住宅普及啓発業務

一の橋地区地域熱供給システムの効率化改善計画策定委託業務

二戸市の住まいを考えるシンポジウム

米子市「分散型エネルギーインフラプロジェクト」プロジェクト

北海道 ニセコ町

鳥取県 北栄町

北海道 ニセコ町

北海道 ニセコ町

熊本県 小国町

北海道 ニセコ町

北海道 ニセコ町

熊本県 小国町

北海道 ニセコ町

岩手県 雫石町

熊本県 小国町

鳥取県 北栄町

北海道 下川町

岩手県 二戸市

鳥取県 米子市

（※）一社日本エネルギーパス協会へ協力

持続可能なまちづくり事業　

第１工区

第４工区

第２工区

第３工区

モデル街区を貫く 8つの柱

1． 人口増加圧力への対応

2．適度な人口密度の確保

3．緑のインフラ整備

4．超省エネの建物

5．再エネ・地域熱供給の活用

6．集合型駐車場の整備

7．既存の地形や植生を生かす

8．活発な人的、社会的な交流

 

 

    
 

 

環境モデル都市に国から認定され、日本で先進的な取組をす
すめてきた北海道・ニセコ町。CV はニセコ町の「第２次ニセ
コ町環境モデル都市アクションプラン策定にかかる調査研
究」「NISEKO生活・モデル地区都市事業構想策定」などの委
託業務を行ってきました。

2018年、ニセコ町は「SDGs未来都市」に選定され、「NISEKO
生活・モデル地区構築事業」は、国が SDGs未来都市初年度選
定の際に、特に先導的な提案事業について選定した「自治体 
SDGsモデル事業」として、全国 10事業の中の一つに選ばれて
います。

そのヴィジョンや計画を “絵に描いた餅” で終わらせない た
めに、2020年 7月、ニセコ町・地域事業者・CVが共同出資し、
まちづくりを実行していく事業主体となる地域まちづくり会社
「株式会社ニセコまち」を設立しました。

新会社は

     １． ニセコ町が世界に誇る持続可能なまちとして、価値
          を高めていく

     ２． 北海道や日本における先進事例、SDGsモデル都市
          「NISEKO」へ                                                                                                                                       

のヴィジョンを掲げ、「モデル街区構築事業」と「地域エネルギ
ー事業」を進めていきます。

日本のこれまでの一般的な土地開発とはまったく違った新し
いコンセプトのもと、地域から流出しているエネルギーの費用
を地域内に押しとどめることによって、未来に向かって長期的
に、地域をより豊かにしていくことを目指します。

以下の図は、モデル街区構想のパースです。ニセコ町の人口
は現在約 5千人ですが、核家族化と人口増加圧力を受け、この
新街区に最大で約 400～500人が新たに住むエリアを約 10
年かけて創る計画です。30年前に造成された団地と、新しく造
成するエリアを、中央の広場がつなぎます。

2021年度には開発に関する各種手続きを終え、2022年度か
ら本格的な造成工事に入り、2023年度からは、厳しい冬の寒
さのニセコでも、最小限の設備・光熱費・除雪の負担で、部屋
の隅々まで暖かく快適に過ごせる高性能の集合住宅を、徐々
に建築していく計画です。

以下の「モデル街区を貫く8つの柱」のもと、

　◆ 中価格帯で住める賃料で、高性能の住宅の確保
　◆ 超高断熱・高気密の建物群
　◆ EVシェアカーとライドシェア
　◆ 豊かな緑のインフラ

を提供し、将来的には、遠隔医療や遠隔教育、自動運転による
公共交通などにより、地域の社会課題を解決していく可能性
を追求していきます。

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽

北海道下川町
北海道ニセコ町
岩手県二戸市
岩手県葛巻町
埼玉県横瀬町
埼玉県小鹿野町
鳥取県北栄町      
熊本県小国町　   2022年現在　  

❶

❷

❸
❹

❺❻❼

❽

CVは、環境・エネルギー・地域経済などの分野で先進的な
取り組みを行っている北海道下川町 / ニセコ町、岩手県二戸
市 / 葛巻町、鳥取県北栄町の５自治体とともに、 2015年「持
続可能な発展をめざす自治体会議（通称：持続会）」を設立しまし
た。首長や役場担当者が国内外の先進的な具体的事例につ
いて学ぶだけではなく、それを実際に自らの自治体の政策に
活かして事例を共有する「アウトプット重視型」の定例会議
を、年に数回開催しています。

その後、熊本県小国町、埼玉県横瀬町 / 小鹿野町などが加入
し、現在は全国 8自治体が正会員として活動しています。その
うち、下川町・ニセコ町・小国町は 2018年に「SDGs未来都
市」として国から選定されています。

日本では今後急速に人口減少と高齢化が進み、地域経済が
崩壊し、過半数以上の自治体が消滅の危機を迎えます（参考：
国土交通省「国土の長期展望」）。 そのような社会背景において、自治
体の脱炭素社会に対応した持続可能な発展を実現するため
に、過去の経済成長を前提とした施策を引きずるのではな
く、全く新しい考え方によるまちづくりが求められています。

エネルギー・建築・交通・都市計画などの様々な分野で

　◆ 域外にお金を極力流出させない
　◆ 域内で循環する価値を生み出す・域内に流入する
　 　おカネを最大化する
　◆ 地域内で質の高い雇用を創出する

といった「地域内経済好循環型」の仕組みを構築し、住民が
抱える課題を解決しながら、「豊かな暮らし」を実現してゆく
まちづくり。

持続会は、自治体職員が脱炭素社会に対応した「持続可能な
まちづくり」を学び、地域を超えて情報や経験を共有するた
めの 《場》 です。



「脱炭素社会に対応した “ 持続可能なまちづくり” を実現するために、自分の専門性
を活かしたい」 という共通のヴィジョンを持った、さまざまな分野で活躍中の専門
家たちが、国内外から CV に集い、CV メンバーとしてネットワークを作っています。 

CV サポーターや会員である自治体・企業・団体等に向けて、国内外の最新情報・
ノウハウの提供や事業のサポートを行っています。

CV の活動メンバー

中谷 哲郎
CV 理事

（株）日本エネルギー機関代表取締役

元リフォーム産業新聞・工務店新聞取締役
編集長。十数年に及ぶ記者活動で全国の住
宅・建築・不動産経営者への取材は数千人。
ʻ１2 年（株）日本エネルギー機関を設立、ド
イツの省エネ・再生エネに関する研究調査
をベースに企業・行政に対する様々なコン
サルティングや情報提供を行っています。

今泉 太爾
CV理事/ 日本エネルギーパス協会

明和地所代表取締役/いしずえ出版

不動産仲介業を営みながら、世界基準の省
エネ住宅を追求するため代表理事の早田
とともにドイツに渡り、低燃費住宅を開発。
国土交通省不動産流通活性化フォーラム
委員、長野県環境審議会地球温暖化対策
専門委員などを歴任しました。

田中 健人
（株）ノースアンビシャス 代表取締役

CV理事 / （株）ニセコまち取締役

北海道在住。東京のベンチャー企業の創業
に携わり、主に WEB や動画や SNS を活用
した採用・マーケティング支援などに従事。
その後、地元札幌で起業。企業や自治体、地
域金融機関らの情報発信や、事業再生およ
び事業継承支援、持続可能なまちづくりに
取り組んでいます。
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CV 監事 / （株）Wellnest Home
マングローブクリエーション（株）

ファイナンシャルプランナー（CFP）。東京大
学大学院修了後、自動車メーカーの技術
職、住宅・不動産会社の経営支援会社を
経て独立。資金計画のプランニングから個
人にも社会にも財産となる家づくりを支え
ています。

近藤 智

幅 広 い ネットワークで 企 業 や 自 治 体 の
CSR＆社会貢献活動のプランニング、プロ
ジェクト運営やメディアとのイベント企画・
運営等を行っています。その他 SDGs ゲー
ムなど伝えたいことを伝えるツールの作成
などを手掛け、幅広い分野の企画開発の実
績を持っています。

市瀬 慎太郎
CV 理事

イーソリューション（株）代表
（一社）日本エネルギーパス協会

石川 義和

香川県で創業 80 年の歴史を持つ地域ゼネ
コン（株）石川組の代表取締役。持続可能な
社会の基盤となる住宅づくりのために、代
表理事の早田とともに（株）低燃費住宅（現
Wellnest Home）を設立し、世界基準の省エ
ネ住宅の普及に努めています。

（株）石川組代表取締役
（株）Wellnest Home 

長嶋 修
不動産コンサルタント

業界初の個人向け不動産コンサルティング
会社「株式会社さくら事務所」を 1999 年に
設立、現会長。「中立な不動産コンサルタン
ト」としてマイホーム購入・不動産投資など
不動産購入ノウハウや、業界・政策への提
言を行っています。著書・メディア出演多数。

八林 公平
ブルードットグリーン（株）取締役社長

（一社）集落自立化支援センター代表理事
（一社）徳島地域エネルギー

環境省、北海道下川町役場を経てʻ18 年にコ
ンサルタントとして独立。全国各地の小規模
自治体の再エネ・省エネ政策立案や事業
実行支援を手がける。ʻ20 年からはブルー
ドットグリーンを率い、CDP や TCFD をはじ
めとした ESG 経営のコンサルタントとして
脱炭素社会の実現に取り組んでいます。

永井 宏治
ASOBU 共同代表

建築・都市地域計画プランナー

ドイツ在住。ドルトムント工科大学ディプロム
課程卒業後都市計画局やサスティナブル建築
研究機関へ約十年勤務。住宅・非住宅の新築・
改修や住宅地の設計、設計・商品開発コンサ
ル事業等を手掛けた後独立。持続可能な建
築・街づくりを目指す人材育成・プランニング・
コンサル会社 ASOBU をベルリンに設立。

建築設計事務所に勤務後、個人設計事務所
からゼネコンまで多岐に渡る設計業務に従
事。̒13 年ドイツの建築・都市計画及び再エ
ネ産業視察をきっかけに CV 関連団体（日本
エネルギー機関・日本エネルギーパス協会）勤務後
ʻ18 年独立し省エネ住宅の設計及び建築の
エネルギー性能評価・分析を行っています。

加藤 逍太郎
SHTRKT一級建築士事務所

デンマーク・ロラン島在住。地球と人にう
れしいライフスタイルと社会の構築の追求
がライフワーク。ロラン島で食のインターナ
ショナル・ホイスコーレの立ち上げを目指
す。シェアハウス生活実践中です。
The Fore ign Press Associat ion in  
Denmark メンバー。

共生ナビゲーター
アドバイザー・ジャーナリスト

ニールセン
北村 朋子
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構造設計一級建築士。北海道の豪雪地域で
の構造設計、本州での耐震設計、沖縄の暴
風地域での構造設計と全国の物件を手掛
けている。海外ではモルディブでも構造設
計実績を持つ。日本における森林資源の循
環利用のポテンシャル面から、木質化マン
ション、木造ビルにもチャレンジしています。

徳留 裕敏
一級建築士事務所

（有）ライズインターナショナル

大西 倫加
（株）さくら事務所/らくだ不動産（株）

代表取締役社長
日本ホームインスペクターズ協会理事

広告・マーケティング会社等を経て、個人向
け不動産コンサルティング会社「さくら事務
所」参画。マーケティング PR や経営企画を担
当しʻ13 年代表取締役に就任。̒08 年日本ホー
ムインスペクターズ協会設立、理事を務める。
ʻ19 年らくだ不動産設立。不動産・建築業界
を専門とした執筆協力・出版や講演多数。

西村 健佑

ドイツ・ベルリン在住。̒05 年に渡独し、ベ
ルリン自由大学環境政策研究所にて環境
学修士取得。現在は欧州の環境・エネル
ギー政策の調査、通訳、翻訳を手がけるな
ど、日本に欧州の正しい情報を伝える活動
に取り組んでいます。

環境政策研究者
川端 順也

（株）プレゼントデザイン
一級建築士 /AFP

阪神・淡路大震災、東日本大震災を機に
建築が環境に貢献できることを模索。瀬戸
内での良質な住宅を研究するレモンの会
を主宰。温熱性能だけではなく、耐震性能、
そして意匠デザインを追求しながら、住宅・
集合住宅・幼稚園の設計を全国で従事し
ています。

設計事務所プランツアソシエイツ在籍時に、
公共建築を中心に設計に従事しその後独
立。環境があってその中に建築が存在するこ
とをコン セ プ トに 設 計 活 動 を 開 始 し、

「Environment ＞Architecture  partners」
を結成。木造戸建て住宅をはじめ、環境配慮
型 RC 造の共同住宅の設計も行っています。

二瓶 渉
一級建築士事務所

EA partners 共同代表

陶山 祐司
社会企業家 /（株）至真庵 代表取締役 

（株）Wellnest Home 

経産省で東日本大震災後の中長期エネ政策の
企画立案、電機産業政策等に従事。ベンチャー
キャピタリスト/ 新規事業コンサルタントとして
IoT ベンチャーや宇宙開発ベンチャーの事業戦
略策定、資金調達、サービス開発等支援を経て
現在、社会的インパクト投資、持続可能なまち
づくり、官民連携推進等に取り組んでいます。

環境性能・省エネルギー・自然素材・温
熱環境にこだわった省エネ住宅の設計を
数多く経験、既存住宅の断熱改修等も設計
を行い、家を建てた後の生活を考えたトー
タルな提案・情報提供を行っています。エ
ネルギーパスの研修講師も務め、人材育成
にも取り組んでいます。

小林 直昌
真建築事務所

田中 信一郎
千葉商科大学基盤教育機構准教授

（一社）地域政策デザインオフィス代表理事

国会議員政策担当秘書、内閣官房国家戦略
室上席政策調査員、長野県環境部環境エネル
ギー課企画幹、自然エネルギー財団特任研究
員等歴任。現在は人口減少社会に対応する地
方創生や持続可能な地域づくり、地域経済活
性化等、自治体で役立つ実践的な研修の企
画・実施、政策アドバイス、講演等行っていま

吉田 登志幸

ʻ01 年から木製三層サッシを販売。省エネ
住宅普及啓発につとめているところに東日
本大震災と原発事故が起こり、日本のエネ
ルギー転換と地方創成を両立させるべく、
業界間の繋ぎ役に従事しています。エネル
ギーパス認定講習の講師として、普及と人
材育成にも取り組んでいます。

（有）オストコーポレーション北関東

金融機関、ニセコ町役場を経て、̒22 年 4 月から
株式会社ニセコまち取締役に就任。持続可能な
まちづくりの実現に向けて邁進。役場では、環境
モデル都市アクションプランや地球温暖化対
策実行計画事務事業編の策定などに携わる。
ʻ21 年度 SDGs スマートウェルネス住宅研究企
画委員会委員。エネルギーパスエージェント。

宮坂 侑樹
（株）ニセコまち取締役

宅地建物取引士 /２級 FP 技能士



株式会社  WELLNEST HOME
エネルギーパスとは EU で義務化されている「家の燃費」
を表示する評価書です。協会は省エネ住宅の普及・推進
を目的として設立。EU では年間を通じ快適な室内温度を
保つために必要なエネルギー量が○kWh/m2 と数値化さ
れ、誰もが家の燃費を知るようになっています。これを日
本でも標準とするため、「日本版エネルギーパス」による
住宅の評価・表示の普及を行っています。

- 10 -

沿革

関連団体

2008 / 2009 2010 / 2011

地球温暖化防止・低炭素社会実現のため再生
可能エネルギー等の普及を推進する「NPO 法
人ソーラーシティジャパン」の住宅・まちづ
くり部門として任意団体「クラブ・ヴォーバ
ン」発足

「ドイツに学ぶ環境政策シンポジウム」開催
（東京）

持続可能な社会を実現するためのワークショ
ップ「未来工房」開催（東京）

「一般社団法人クラブヴォーバン」として正式
に独立（東京・御茶ノ水）

ドイツ合同視察開始

CO₂ 25% 削減を掲げ PJ25 セミナー開始（全
5 回・東京）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

「ヴォーバン住宅地に学ぶこれからの家づく
り・まちづくり」CV セミナー（東京）

「省エネ建築とエネルギーシフト推進」セミナ
ー＆研修会（東京・大阪）

国会「再生可能エネルギー議員連盟」で震災後
の復興とエネルギー政策について政策提言

「ビルダーズ＆リモデラーズショー」にてブー
ス出展（東京）

CV の 事業から「一般社団法人 日本エネルギ
ーパス協会」設立

日本エネルギーパス協会と「建物の燃費制度」
セミナー共同開催（東京・大阪）

PJ25 セミナー開催（全 5 回・東京）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

ドイツ NRW 州の費用支援と CV による省エ
ネ設計・施工支援にて「移設型コミニティセ
ンター」建設・落成（福島県川内村）

「日独の省エネ住宅と環境・エネルギー政策
について」セミナー開催（長野）

国交省「不動産流通市場活性化フォーラム」に
理事今泉が委員として出席し持続可能なまち
づくりのための提案発表

事務所を移転し志高き人が集う「サロンの場」
創設（東京・新橋）

ドイツ NRW 州の州都デュッセルドルフで開
催された「日独経済シンポジウム」に代表理事
早田が招待され講演

代表村上が執筆した書籍『キロワットアワー・
イズ・マネー』出版

CV の事業から「株式会社日本エネルギー機関
（JENA）」設立（東京）

PJ25 セミナー開催（全 5 回・東京）

2012 2013 2014

欧州最大の建築メッセ「ミュンヘン BAU」に
同時開催された「日独国交省提携会議（第１
回）」に委員として参加

ドイツ NRW 州環境・エネルギー大臣を招き
「省エネ断熱改修普及のための日独連絡協議
会」設立サポート

長野県「建築物における環境エネルギー性能
検討制度」策定推進のための支援

「エネルギーパス計算ツール大質問会」シンポ
ジウム開催（東京）

環境省「うちエコ診断」事業に参加協力

ドイツ国交省高官と日本の省エネルギー建築
の有識者を招き「日独サスティナブル建築フ
ォーラム」開催（東京・高松）

PJ25 セミナー開催（全 6 回・東京）

日本 ERI によるエネルギーパス第三者認証制
度のスタートを支援

「第 2 回日独国交省提携会議」に CV 代表と理
事が委員として出席（東京）

長野県の「建築物における環境エネルギー性
能検討制度」義務化実施の支援

ドイツの市民エネルギー企業「ソーラーコン
プレックス社」代表を招きシンポジウム開催

「持続可能な発展を目指す自治体会議」の設立
準備会開催

自治体委託事業「分散型エネルギーインフラ
プロジェクト」プロジェクトのプランニング

（鳥取県米子市）

PJ25 セミナー開始（全 5 回・東京）

2015

◆

◆

◆

2016 2017 2018 2019 2020 2021

「持続可能な発展を目指す自治体会議」を開催
（全２回・オンライン）

自治体委託事業「NISEKO 生活・モデル地区
構築事業実施設計等委託業務」（北海道ニセコ
町）

自治体委託事業「北栄町公共施設のあり方検
討業務」（鳥取県北栄町）（一社日本エネギーパ
ス協会へ協力）

北海道ニセコ町・ニセコ町地域事業者との共
同出資により、SDGs モデル街区事業を担う

「株式会社ニセコまち」を設立

PJ100 セミナー開催（全２回・オンライン）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

「持続可能な発展を目指す自治体会議」設立、
開催（全３回・東京）

「日独国交省提携会議（準備会・東京）」に代表
と理事が委員として出席

ドイツのエネルギーエンジニアと共同で地域
熱供給事業（北海道下川町）・低燃費住宅（香
川県高松市）視察とコンサルティング

スイス・バーゼル市都市公社職員を招き「省
エネ改修・初期診断システム」の研修開催

「持続可能な発展をめざす自治体会議」第 1 回
自治体相互視察実施（北海道下川町）

レポート『日本のエネルギーシフトへの提案』
発表

「日独国交省提携会議（第 3 回） 」に代表と理
事が委員として出席（ドイツ・フランクフルト）

PJ25 セミナー開催（全 7 回・東京）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

「持続可能な発展を目指す自治体会議」を開催
（全 4 回・東京）

「持続可能な発展を目指す自治体会議」会員自
治体と連携し、国の地方創生加速化交付金の

「課題解決型自治体アライアンス事業」モデル
として、「地域経済好循環モデル」を構築

自治体委託事業「一の橋地区地域熱供給シス
テムの効率化改善計画策定委託業務」（北海道
下川町）

自治体委託事業「二戸市の住まいを考えるシ
ンポジウム」（岩手県二戸市）

自治体委託事業「省エネ住宅普及啓発業務」
（鳥取県北栄町）

ドイツ視察の内容を一泊二日で国内で行う
CV 合宿セミナー開催（東京・大阪）

CVPT メンバー強化合宿勉強会開催（ベルリ
ン・岐阜県高山市）

JENA と合同でドイツ合同視察開始

CO₂ 80% 削減を掲げ、「PJ25 セミナー」を
「PJ80 セミナー」に改称、関西にも拡大

PJ80 セミナー開催（全 8 回・東京・大阪）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

「持続可能な発展を目指す自治体会議」を開催
（全３回・東京 & 環境省）

「持続可能な発展を目指す自治体会議」第 2 回
自治体相互視察実施（岩手県葛巻町）

自治体委託事業「持続可能なまちづくり講演
会開催業務」（岩手県葛巻町）

自治体委託事業「省エネ住宅セミナー省エネ
家電セミナー」（熊本県小国町）

CVPTメンバー強化合宿勉強会開催（ベルリン・
東京）

CVPT メンバー勉強会より「電力需給の見え
る化サイト」オープン

30 歳未満の若者対象の「持続可能なまちづく
り」サークル開催（全 4 回・東京）

イーソリューション（株）と「SDGs シミュレ
ーションゲーム自治体版」を共同開発・体験
会を実施（東京）

PJ80 セミナー開催（全 2 回・東京・大阪）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

「持続可能な発展を目指す自治体会議」を開催
（全 2 回・東京）

「持続可能な発展をめざす自治体会議」第 3 回
自治体相互視察実施（鳥取県北栄町）

自治体委託事業「第２次ニセコ町環境モデル
都市アクションプラン策定にかかる調査研究
業務」及び「NISEKO 生活・モデル地区構築事
業構想策定委託業務」（北海道ニセコ町）

自治体請負事業「小国町省エネ住宅普及啓発
請負業務」（熊本県小国町）

CVPTメンバー強化合宿勉強会開催（イタリア・
東京）

「SDGs シミュレーションゲーム自治体版」体
験会を実施（東京）

PJ80 セミナー開催（全 4 回・東京・大阪）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

「持続可能な発展を目指す自治体会議」を開催
（全 2 回・東京）

「持続可能な発展をめざす自治体会議」第 4 回
自治体相互視察実施（埼玉県横瀬町・小鹿野
町）

自治体委託事業「NISEKO 生活・モデル地区
構築事業基本設計等委託業務」（北海道ニセコ
町）

自治体委託事業「小国町省エネ住宅普及啓発
業務委託」（熊本県小国町）

「SDGs シミュレーションゲーム自治体版」体
験会を実施（東京）

PJ100 セミナー開催（全 2 回・オンライン）

◆

◆

◆

日本エネルギー機関（JENA）は、持続可能な社会を実現
するため、環境先進国ドイツのノウハウや最先端技術を日
本に紹介。全国の建設会社・建材設備メーカーなどを対
象に、省エネ建築に関する社内勉強会やセミナーを実施し
ています。また、次世代商品の開発や企画立案などのコ
ンサルティングも行い、日本の建設・不動産市場の省エネ
化に取り組んでいます。

株式会社 日本エネルギー機関

ウェルネストホームは、健康で快適で長持ちする高気密高
断熱の高性能な良い家づくりを得意とした住宅メーカーで、
家族の暮らしにあった空間と空気をデザインする戸建住宅・
集合住宅を設計。「未来の子どもたちのために」という理
念を掲げ、住む人に取っても勿論、環境にも、経済的にも
良い家を提供しています。国内トップクラスの性能を持つ家
だけを供給し続け、住宅供給全国実績は700 棟を超えます。

株式会社ニセコまちは、ニセコ町と町内の民間事業者、ク
ラブヴォーバンの共同出資で立ち上げた、官民連携でまち
づくりを行う会社です。ニセコ町の長年の地域課題である
住宅不足・産業を支える人手不足を解消し、地域内経済
循環を強化しながら、省エネと再エネを強力に促進する
SDGs モデル街区をつくり、住む人にとって快適な住環境
づくりや、多様性と対話がうまれるまちづくりを目指します。

「持続可能な発展を目指す自治体会議」を開催
（全３回・オンライン / 北海道ニセコ町）

「持続可能な発展をめざす自治体会議」第 5 回
自治体相互視察実施（北海道ニセコ町）

日経 地方創生フォーラムシンポジウム「アフ
ターコロナの地方創生～具体的事例から考え
る持続可能な経済循環」にて、代表の村上が基
調講演登壇・パネルディスカッションでは村
上と代表理事の早田がニセコ町長と共に登壇

PJ100 セミナー開催（全２回・オンライン）

https://nisekomachi.co.jp/http://www.energy-pass.jp http://jena-web.jp https://wellnesthome.jp/
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